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Ⅰ.は じめに

　日本におけるこれまでの運動療法の中心は、パーキン

ソン病の主徴である固縮、動作緩漫、振戦、姿勢反応障

害 を原因とする二次的障害の進行の抑制を目的 としたも

ので、ス トレッチングと関節可動域訓練、異常 な姿勢

に対する姿勢矯正訓練、姿勢反応障害に対するバ ランス

訓練 などである。ス トレッチングと関節可動域訓練 は拘

縮予防に有効であるが固縮 自体への影響は少ないと考え

る。む しろ、振動や回旋運動によるリラクゼーシ ョンは

固縮 に対 して一定の効果があ り、 リハ ビリテーシ ョン治

療や日々の生活に応用できる可能性があると考える。ま

た、活動性低下による廃用性の筋力低下は生活動作能力

に影響 している可能性があるが、パーキンソン病患者の

ための至適負荷量の検討が必要である。

　以上から、理学療法の一手法を提言できればパーキン

ソン病患者の生活機能改善に極めて有意義であるといえ

る。

Ⅱ.目 的

本研究では、経験的にパーキンソン病に有効 とされる

運動療法や欧米で行 われている方法について、歩行 を

中心 とした基本動作の動作解析お よび日常生活の身体

活動量か らその効果を検証することを目的と した。特

にリラクゼーション手技の即時的効果についてTUGT

(Timed　up　and　go　test)と動作解析を用いて検討 した。
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Ⅲ.研 究方法

1.対 象者(研 究協力者)へ の依頼

　パーキンソン　病患者が参集する講演会等で本研究へ

の協力を依頼する文書を配布 し、本研究の趣旨を理解 し

協力 してくださる方に連絡 をいただいた。協力 して くだ

さる方に対 して、改めて研究内容の説明と協力の依頼を

行 って同意を得た方のみを対象 とした。対象者はパーキ

ンソン病患者4名(そ れぞれA、B、 　C、　Dと する)で

すべて女性あった。対象者には基本情報 として、身長、

体重、年齢、現病歴、既往歴、生活活動状況、パーキン

ソン病統一スケール(以 下、UPDRS)を 得た。

2.研 究方法

1)緩 やかな振動を加えながらのリラクゼーションの歩

行への影響

　4名 の対象者 を2名 ずつの2群 に分け、一方(AとB)

には、四肢 と体幹にス トレッチ ングのみを、もう一方(C

とD)に は、緩やかな振動 を加 えながらリラクゼーショ

ンを行 いその後に四肢 と体幹 にス トレッチ ングを行 っ

た。これらの手技の施行前後にTirned　up　and　go　test(以

下、TUGT)を 行い、 ビデオ撮影 も同時に行った。週

2日2週 間(延 べ4回)実 施 した後、実施内容を入れ替え、

再び週2回2週 間実施 した。

　 TUGTは 、被検者に46cmの 背 もたれいすに深 く腰

掛 けてもらい、検者の合図で立 ち上が り、「楽 な」ペー

スで前進 し3m先 のマークのところで方向転換 し、もと

のいすに戻って腰掛け背 もたれに背をつけるまでの一連

の動作の時間を測定するものであ り、3回 の平均をTU

GT値 とした。

2)筋 力強化 トレーニ ングの筋力、歩行および生活活動

等への影響

　1ヶ 月の期間を空けた後、3名 の対象者に対 し緩やか

な振動を加えながらリラクゼーションを行 ったあとの筋

力強化 トレーニングを週2日4週 間実施 した。筋力強化

は、背臥位にて体幹の屈曲と足関節背屈、腹臥位にて体

幹伸展と股関節伸展、立位でハーフスクワッ トと足背屈

を行った。それぞれ筋収縮 を5秒 保持 し、10回3セ ッ

ト行 った。

　4週 間の筋力 トレーニングの実施前後で膝関節屈曲と

伸展の筋力、生活活動量、UPDRSを 測定 した。筋力

はBiodex　 System3で 、角速度60、180,240deg/secで

測定 した。生活活動量は、大容量 メモ リモーションレコー

ダ(以 下、モーシ ョンレコーダ)を 用い、3時 限加速度

センサを左膝外側 に固定、24時 間装着 したものを専用

の解析 ソフ トにて解析 した。

今 回協力 して くれたパーキ ンソン病の被検者4名 は、

UPDRS得 点で13点 か ら32点 までで日常生活は問題

なく自立 していた。 このうち被検者Aは78歳 で歩行速

度は他の3人 と比べて も遅 く、円背姿勢であった。 しか

しす くみ足や突進現象は見られない程度であった。他の

3人 は見た目には正常歩行 に見えたが、本人達は主観的

にはスムーズとは感 じていなかった。

　4人 に対 し緩やかな振動を加 えながらリラクゼーショ

ンを行 った後にス トレッチを実施 した時ではTUGT値

は有意に改善 した。特に被検者Aで は明らかに歩行中の

体幹の伸展 と上肢の振 りが増加 し、体幹回旋 も増加 して

いることが伺えた。 日を改めてス トレッチのみを行 った

場合、TUGT値 が殆 ど変わっていないことから、緩や

かな振動は即時的に身体の動きやす さにつながったとい

えるが、効果は一時的であるといえる。一時的であれ、

運動療法のはじめに実施すれば、その後の運動療法の効

果を高める可能性がある。

2.筋 力強化 トレーニングの筋力、歩行および生活活動

等への影響

　筋力 トレーニ ングに参加 した被検者 はUPDRSが

13点 か ら26点 で、 日常生活 も活発に活動 していた。今

回実施 した トレーニングの運動負荷量は、週2日 で頻度、

量 ともに筋力を維持する程度の比較的少ない ものであっ

た。それで も、膝伸展 ・屈曲の最大 トルクが増加 したこ

とから、今回行 った程度の軽い トレーニングで も十分筋

力を維持することが可能であることがわかった。

　 トレーニングと生活活動量の関係については今回明ら

かにできなかった。比較するための症例が少なかったこ

とと、生活活動量を知るには長期の追跡が必要であった。

今回用いたモーシ ョンレコーダは小型で動作 を妨げに く

く、身体活動を敏感に捉えていた。 しかし、新 しい装置

であるために信頼性の検討が必要である。
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Ⅳ.結果および考察

1.緩 やかな振動を加えながらのリラクゼーションの影響
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